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１．施設の点検・評価に関する委員会の設置
５２％（平成12年）→１００％（平成15年に達成）

２．全学的な視点に立った施設管理運営システムの構築
施設の点検・評価の結果及び教育研究活動等の状況に応じ、使用面積の再配分
を行っている学校数の割合 ２２％（平成12年）→８４％（平成16年）

３．弾力的・流動的に利用できる共同利用スペースを整備
共同利用スペースを確保した学校数の割合

２０％（平成12年）→８５％（平成16年）
４．PFI等新たな整備手法の導入
平成１５年度PFI実施件数 １４件 （国のPFIの約５割）
（平成１６年度予定件数 １０件）

システム改革の推進

Ｈ１３.４ 第２期科学技術基本計画を受け策定
○ 重点的整備 ～緊急的に必要な整備約６００万㎡（所要額約１兆６千億円）

○ システム改革 ～大学改革と一体となった施設の効率的・弾力的利用などに取り組む

・全学的な視点に立った施設管理運営システムの構築
・各学部等が共有する総合的・複合的な研究棟を整備
・PFI等新たな整備手法の導入

『国立大学等施設緊急整備５か年計画』の一層の推進

大学院施設の狭隘解消等 （約120万㎡）

卓越した研究拠点等 （約 40万㎡）

先端医療に対応した大学附属病院（約 50万㎡）

老朽化した施設の改善 （約390万㎡）

重点的、計画的な施設整備の実施

大学院
（１２２万㎡）

卓 越
（ ３７万㎡）

３４
(92%)

病 院
（ ５０万㎡）

５７
(114%)

老朽化
（３８８万㎡）

２０９
(54%)
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共同利用スペースの確保

１２１
(99%)

優先的目標 （約210万㎡）

平成１７年度予算（案）まで含む。


